
 

 

日時：令和５年２月８日（水）１3：30～15：30 
 主催：広島県立総合精神保健福祉センター  
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

内容 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加対象 
 広島県アルコール健康障害相談員 

 県内市町精神保健担当部署，県内市町健康増進担当部署，県内保健所等で保健指導及び相談支援に従事する保健

師等 

 

申込み方法等 

 申込みは，１月 25日（水）までに，QRコード又はURLから申し込んでください。 

〈https://s-kantan.jp/pref-hiroshima-u/offer/offerList_detail.action?tempSeq=11774〉 

いずれの方法も難しい場合は，別紙申込書をメールで提出してください。 

 開催２日前までに，申込時に記載されたメールアドレスに 

Zoom のURLと資料等を送付します。 

当センターからメールが届かなかった場合は，裏面の問い合わせ先にご連絡ください。 
 

オリエンテーション 5 分 

（1）依存症治療拠点機関の取組 

  ～医療機関におけるアルコール依存症治療の実際～ 

    講師 医療法人せのがわ  

KONUMA 記念 依存とこころの研究所 

    所長 加賀谷 有行 先生 

13：35～14：05 

（30 分） 

（２）依存症専門医療機関の取組 

～地域と連携した予防活動の実際～ 

講師 医療法人正雄会 

呉みどりヶ丘病院  

     院長 長尾 早江子 先生 

14：05～14：35 

（30 分） 

休憩 10 分 

（3）県内市町の取組紹介 

～減酒・断酒支援の実際～ 

①神石高原町  青瀧 未有 保健師 

   ②江田島市  松尾 若奈 保健師 

14：45～15：15 

（30 分） 

質疑応答 15 分 

広島県では，「広島県アルコール健康障害対策推進計画（H29.3 策定）」に基づき，市町・県保健所等の相談窓

口を確保し，適切な指導，相談，医療の提供，社会復帰の支援につなげる体制づくりを推進しています。その体制

づくりの中で，県内に「アルコール健康障害相談員」を養成することを目的とし，例年，２次予防や特定保健指導

でも活用できる「ブリーフインターベンション」の実践研修を行っているところです。 

本研修は，節酒指導，早期介入，受診援助等を行う「アルコール健康障害相談員」のスキルアップのため，アル

コール健康問題のある方に介入するために必要な地域における啓発や取組などをテーマに内容を企画しました。ま

た，広島県依存症治療拠点機関・広島県依存症専門医療機関におけるアルコール健康障害に関する支援の取組など

も知って頂く内容となっております。

広島県アルコール健康障害相談員だけでなく，日頃，アルコールに関する相談をお受けしている方も御参加頂け

ます。是非御参加ください。 

 

 

https://s-kantan.jp/pref-hiroshima-u/offer/offerList_detail.action?tempSeq=11774


 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意事項 

 本研修は Zoomミーティングを使用します。最新版のダウンロードにご協力をお願いします。 

 Wi-Fi ではなく，有線の回線の利用を推奨します。 

 Zoom に入室後は，アカウント名を【所属 名字】（例 パレアモア 〇〇）にしてください。 

（所属名が長い場合は，短縮してください） 

 講義中は，音声をミュートにしてください。 

 動画，写真撮影，スクリーンショット，招待メールの他の方への転送はご遠慮ください。 

 研修中，参加者側のオンライン使用における不具合には対応しかねますので，ご了承ください。 

 Zoom 退出後，アンケートへのご協力をお願いします。 

 

 

問合せ 

広島県立総合精神保健福祉センター 地域支援課（担当 西本・山岡） 

E-mail  shcchiiki@pref.hiroshima.lg.jp 

電話 082-884-1051   

 

講師紹介 

医療法人正雄会 呉みどりヶ丘病院 
  院長 長尾 早江子 先生 

 
医療法人正雄会 呉みどりヶ丘病院は，民間では初めてのアルコール依存症治療専門病院として，昭和

45 年に開院された医療機関です。広島県の依存症専門医療機関として独自のケア体制を確立し，多くのス
タッフがチームを組んで治療にあたっています。共同住居やデイナイトケアセンターなどのアフターケアも
整備し，患者さんの社会復帰を支援しています。 
同院の院長である長尾先生は，アルコール等依存症患者さんの治療に携わるとともに，県内の研修会で，

アルコール問題等に関する研修講師をされています。 

講師紹介 

医療法人せのがわ KONUMA 記念依存とこころの研究所 
所長 加賀谷 有行 先生 

 
医療法人せのがわ 瀬野川病院は，アルコール依存症を含む広島県の依存症治療拠点病院として，県内の

依存症治療の中核を担っている医療機関です。治療だけでなく，再発予防プログラムの実施や勉強会，自助
グループの開催，家族会の開催など，退院後の再発予防や地域で生活していく上での支援を行っています。 
同院の医師である加賀谷先生は，平成 28年 9月より，医療法人せのがわKONUMA記念依存とこころ

の研究所において，患者及び家族への依存症支援のみならず，多くの研究や啓発に従事している他，県内の
様々な依存症講演会等で講師をされています。 

 

mailto:shcchiiki@pref.hiroshima.lg.jp

